























































































































































































































































































































































































冬璽已 彰 0竺 八 八
kavvavvaienatattvamkathitamihamavamoksahDaramiti/
ゴゴゾ ゴ ■ロユ
tadbUddhvヨ麺mikamyattadavahitamitograhyamnalalitam
（l3
pamsubhyodhatujebhyoniyatamupakaramcamlkaramiti//64//
このように，楽しみのためではなく寂静のため，解脱の実態を内包する作
品が，〔仏教とは〕別の考えをもつ聞き手たちの掌握のため，カーヴィヤ
という手段によって制作された。まさにここで，私によって作られた，解
脱以外のものは，カーヴイヤの定め故に作られたのだ。「どうにかして，
感じのよいものとなるように」と，飲ませるために蜜と合わされた，苦い
薬のように。（63）
概して，人々が〔感官の〕対象の楽しみに専らで，解脱から追い払われて
いると見て，カーヴイヤという見せかけによって，ここで，私は，真実を
物語った。「解脱は，最高である」と。それを理解して，戯れではなく，
(13op.cf,pp.141f
51(32)
寂静に関連して言われたことを，ここから取るべきである
⑬
る諸々の塵から，確固たる有用な黄金を〔取る〕ように。
鉱物から牛じ
BCのサンスクリット写本の真作部分では，結びにあたる部分は失われてい
るが，漢訳『佛所行讃」には，次のようにある。
讃諸牟尼尊始終之所行不自顯知見亦不求名利随順佛經説以濟諸
（14
世間
聖者たちの最初から終わりまでの行いを称えるのは，〔作者〕自ら知見を
ひけらかすためではなく，また，名利を求めるためでもない。ブッダの教
えに従い，それによって人々を救うためなのだ。
しかし，わざわざこのように記すということは，自分の作品を，仏伝として
はもちろん,mahakavyaとしても読者に認めて欲しいと,ASvaghoSaが意識
していることを意味する。
『佛所行讃」では，一般に言われるほど窓意的なテキストの増減は行われて
いない。確かに，サンスクリットの韻文一つに対して，翻訳では5言2句から
10句くらいのばらつきがある。また，韻文二三をまとめて翻訳することもある。
しかし，概ね，原文と翻訳との対応関係ははっきりしている。ただ,kamaに
関する記述は例外である。BC3.12-21,4.29-53"5.53-62は，そ~れぞれ12句，
12句,14句で訳され，しかも，内容に相当の開きがある。訳者の曇無識が，仏
伝としては異質な（即ち,mahakZvyaとしては存在が要求される）要素に気
付き，原作の流れを損なわない範囲で，可能な限り省筆したことが，容易に想
像できるのである。
(13cf".c".,p.163.
(14『大正蔵』4,p.54c
(33）50
